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共起関係の分析

jaccard係数
今までちゃんと計算できていると思っていたが，少しおかしいこと
に気づいたので修正を行った．
間違えていたこと
共起関係の分析は一般的には文章単位で行う．

Pythonは，機械学習でよく利用されるプログラム言語であり，
他の言語よりも優れている．
Pythonは，機械学習だけではなく，Webアプリ開発などでも
利用されている．

文章単位で見たときの 2つの単語の出現回数などを用いる．
しかし，すべての文章をひとくくりに計算していた．

Pythonは，機械学習でよく利用されるプログラム言語であり，
他の言語よりも優れている．Pythonは，機械学習だけではな
く，Webアプリ開発などでも利用されている．
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専門用語の辞書作成

辞書に専門用語を登録
抽出した重要語を Janomeの辞書の書式に合わせて csvを作成した．
ここで，辞書の大きさを大きくしすぎるとプログラムが正常に動作
しないことが分かった．
制限しないと 50万行から 100万行の辞書が作成されてしまい．時
間がかかる上にたまに正常にプログラムが動作しなくなる．

図 1: 辞書 (csv)
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ネットワークの可視化

2Dグラフ
表示する要素が少ないときは 2Dの方が見やすいかもしれない，もっ
と要素が多くなるとごちゃごちゃするので 3Dの方が見やすくなる．
2Dグラフも可視化の一つとして取り入れてもいい．

図 2: 2D グラフ
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ネットワークの可視化

3Dグラフ
自分のデータに適応してみた．
Jsonファイルを作成してグラフを作成した

図 3: 3D グラフ
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クラスターの解釈

クラスターの解釈
クラスター内の重要語を計算して表示することは可能だが，1つの
クラスターの重要語を計算するのに結構時間がかかるので，10以上
のクラスターを計算しようと思うと，時間がかかりすぎる．
クラスターの代表的な文章だけを取り出して，重要度を計算すれば
時間短縮になるのでは．
各クラスターの中心に近い文章ほどそのクラスターの中心的な文章
である可能性が高い．
各クラスターの中心にある文章から重要語を計算すれば短時間で済
むかもしれない．
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システム

フロントページ
ここに検索したい単語を入力する．
複数入力したい場合は間にスペースを空ける．

図 4: フロントページ
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システム

ロード画面
グラフを作るまで時間がかかるのでロード画面を作成した．
最終的には進捗バーを追加する予定．

図 5: ロード画面
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システム

ロード画面
クラスを選択できるようにした．

図 6: グラフ表示画面
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特許以外の情報

顧客などの情報
今まで特許だけを分析するこに固執していた．
特許だけではなくほかの情報も分析すればいいのでは
経営戦略の分析例

図 7: 3C 分析
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特許以外の情報

環境的要因
経営戦略の分析例

図 8: SWOT 分析
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特許以外の情報

経営資源
経営戦略の分析例

図 9: VRIO 分析
今まで， IPランドスケープは「特許情報を用いて経営戦略を行うこ
と」という解釈だったが，「経営戦略の分析の中に特許情報を取り
入れること」，と考えればこっちに寄せていった方がやっているこ
とがわかりやすいんじゃないか．
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まとめ

まとめ
まだまだ時間がかかる処理が多いので少しでも早く処理できる
ように工夫を凝らしたい．
グラフから先の部分をアプリケーションに組み込む．
ユーザーインターフェースを整える．
最終的にどういう実験をするのかを考えていきたい．


